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マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
世
界

最
大
級
の
規
模
と
判
明
し
た「
東

北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」、
そ
し

て
、
県
内
栄
村
で
震
度
６
強
を
観

測
し
た「
長
野
県
北
部
の
地
震
」

と
、
相
次
い
で
発
生
し
た
巨
大
地

震
へ
の
対
応
な
ど
に
関
し
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
た
び
の
震
災
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
、
改
め
て
衷

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

報
じ
ら
れ
る
壊
滅
的
な
被
災
地

の
惨
状
や
、
刻
々
と
拡
大
す
る
被

害
状
況
を
見
聞
き
す
る
に
つ
れ
、

そ
の
未み

曾ぞ

有う

の
規
模
と
自
然
の
猛

威
に
茫ぼ
う

然
と
し
、
ま
た
、
胸
が
締

め
付
け
ら
れ
る
思
い
で
一
杯
で
あ

り
ま
す
。

　

上
田
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ら
の
地
震
に
お
い
て
最
大
震
度

４
を
観
測
し
た
も
の
の
、
直
接
的

な
被
害
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
交
通
機
関
の
乱
れ

や
物
流
機
能
の
混
乱
な
ど
に
よ
っ

て
市
民
生
活
に
お
よ
ぼ
す
影
響
も

少
な
か
ら
ず
生
じ
て
き
て
お
り
、

今
後
の
動
向
も
不
透
明
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、今
な
お
強
い
余
震
や
、

さ
ら
に
県
内
や
近
隣
を
震
源
と
す

る
地
震
も
頻
発
す
る
な
ど
、
事
態

の
終
息
が
見
え
な
い
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

か
か
る
状
況
下
、
市
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
冷
静
な
行

動
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を

想
定
し
安
全
確
保
に
努
め
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
震
災
後
の
救
援
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
支
援
の

輪
が
一
層
広
が
っ
て
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
上
田
市
に
お
き

ま
し
て
も
、
発
生
直
後
の
12
日
に

地
震
対
策
会
議
を
緊
急
招
集
し
た

ほ
か
、
14
日
に
は
私
を
本
部
長
と

す
る
災
害
支
援
本
部
を
設
置
し
、

現
時
点
で
行
い
得
る
対
応
を
開
始

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
消
防
職
員
が
緊

急
消
防
援
助
隊
の
長
野
県
隊
と
し

て
、
地
震
発
生
当
日
の
夕
刻
に
宮

城
県
に
向
か
い
活
動
を
続
け
て
い

る
ほ
か
、
今
週
末
に
は
給
水
支
援

と
し
て
上
下
水
道
局
職
員
を
岩
手

県
に
派
遣
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

　

今
週
初
め
か
ら
は
市
と
し
て
義

援
金
の
受
付
を
開
始
し
、
ま
た
、

米
や
毛
布
と
い
っ
た
備
蓄
資
機
材

の
発
送
も
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
義
援
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
団
体

の
皆
様
も
自
主
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
、
深
い
敬
意
と
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
様

か
ら
救
援
物
資
の
提
供
や
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
も
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
県
に
お
き
ま
し
て
本
日
か

ら
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
救

援
物
資
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
こ

と
か
ら
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
も

県
と
連
携
し
た
受
付
窓
口
を
開
設

し
、
支
援
に
向
け
た
対
応
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
す
る
中
で
、

現
在
、
そ
の
申
し
出
を
お
受
け
す

る
に
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
派
遣
要
請
が
あ
り
次

第
、
速
や
か
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
何
と
ぞ
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
方
、
春
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

計
画
し
て
お
り
ま
す「
上
田
城
千

本
桜
ま
つ
り
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

震
災
の
規
模
に
か
ん
が
み
全
面
的

な
中
止
も
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
開
催
趣
旨
を
被
災
地

支
援
に
転
換
し
、
規
模
を
縮
小
し

て
実
施
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

　

極
め
て
広
範
囲
に
渡
り
甚
大
な

被
災
状
況
と
な
っ
て
い
る
中
、
い

ま
だ
非
常
に
多
く
の
皆
様
の
安
否

が
不
明
な
状
態
に
あ
り
、
さ
ら
に

原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
影
響

も
大
変
憂
慮
さ
れ
る
な
ど
、
国
家

的
危
機
と
も
言
え
る
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
日
本
の
対
応
力
に
世
界
各

国
の
視
線
が
注
が
れ
、
そ
し
て
支

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
と
の
報

道
は
、
誠
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
一
日

も
早
い
被
災
地
の
復
興
を
願
い
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
最
大
限
の

支
援
を
迅
速
か
つ
積
極
的
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
、
企

業
、
団
体
の
皆
様
な
ら
び
に
議
員

各
位
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
お
よ
び
長
野
県
北
部
の
地
震
へ
の
対
応

〜
平
成
23
年
３
月
市
議
会
定
例
会
最
終
日（
３
月
16
日
）市
長
発
言　
（
要
旨
）〜

議会最終日に地震への対応を話す母袋市長。

議会最終日、震災の犠牲者に
弔意を表し黙

もく

祷
とう

が行われた。
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３
月
11
日
㈮
午
後
に
発
生
し
た「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」と
、
翌
日
未
明
に

起
き
た「
長
野
県
北
部
地
震
」は
、
各
地
に
広
範
囲
か
つ
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。

被
災
を
受
け
た
皆
様
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
き
な
被
害
を
受
け
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
一
日

も
早
く
、
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
と
お
り
義
援

金
の
募
金
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

被
災
者
の
皆
さ
ん
へ
の
支
援
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆募金箱設置場所
・上田市役所（本庁舎、南庁舎、北庁舎、やぐら下庁舎、
　ひとまちげんき・健康プラザうえだ、丸子・真田・
　武石・豊殿・塩田・川西地域自治センター）
・上田市社会福祉協議会（上田・丸子・真田・武石地区
　センター、上田市高齢者福祉センター、丸子老人
　福祉センター、真田老人福祉センター）
◆募金箱設置期間
　３月14日㈪から当面の間（土日・祝日を除く）
◆受付時間
　午前８時30分～午後５時15分
◆送金先
　皆様から寄せられた義援金は、東北地方太平洋沖地震の被災地には、日本赤
十字社を通して、また、長野県北部地震の被災地には、栄村震災義援金受付口
座へ送金します。
◆その他
　義援金は、所得税等の寄附金控除の対象となります。領収書が必要な方は、
福祉課、および各地域自治センター窓口までお申し出ください。

 最新情報は、上田市ホームページなどで随時お知らせしていきます。

　 福祉課　TEL22・4100（内線1605・1990）

義援金

　被災者の皆さんに必要な救援物資
を、３月16日～27日までの間、市役
所および社会福祉協議会で受け付け
ました。毛布、水、おむつ、マスク、
トイレットペーパーなど15品目につ
いて、大変多くの市民の皆様からご
協力をいただきました。
　この救援物資は、市が直接被災地
へ搬送したり、上小地方事務所を通
じて長野県が搬送しています。また、
被災地の支援に赴く市内のNPO法
人などに託して、お届けしたものも
あります。

救援物資

被災者の皆さんに温かい気持ちを！

「東北地方太平洋沖地震」「長野県北部地震」
被災地への義援金の受付

３月18日、宮城県白石市、蔵王町に非常食・毛布などの物資を届ける
ため、また、宮城県塩竈市に給水支援を行うため、職員を派遣しました。
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２
０
１
１
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
は

【
テ
ー
マ
】

①
義
援
金
や
支
援
の
気
持
ち
を
送
る
こ
と
。

②
市
民
の
力
を
結
集
し
て
被
災
地
に
元
気
を
発
信
す
る
こ
と
。

③
縮
み
が
ち
な
気
運
を
打
ち
破
り
地
域
活
力
を
増
進
す
る
こ
と
。

被
災
者
支
援
イ
ベ
ン
ト
へ

開
催
期
間
　
４
月
４
日
㈪
〜
24
日
㈰

３
月
11
日
・
12
日
に
発
生
し
た「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
、
長
野
県
北

部
地
震
」は
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
国
を
挙
げ
て
、

被
災
者
救
援
を
実
施
し
て
い
る
中
、
上
田
市
も
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
今
年
の
上
田
城
千
本
桜
ま
つ
り
は
開
催
趣
旨
を
被
災
地

支
援
に
転
換
し
、
次
の
テ
ー
マ
の
も
と
規
模
を
縮
小
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

何
と
ぞ
ご
理
解
い
た
だ
き
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ま
つ
り
開
催
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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2011上田城千本桜まつり　開催概要
このたびの地震災害により被災された方々へ義援金や支援の気持ちを届けるため、
当初の予定を変更して開催します。
まつり期間中は、会場内で被災者支援のための義援金を募ります。
ご協力をお願いします。

2011上田城 城
しろ

灯
あか

りの景
え

～春の夜を彩る「灯
ひかり

」と「響
おと

」の『祈り』～

上田城千本桜まつりは、千人力で
被災者へエールを送ります。

「響け、ぼくたちの思い、東北の空へ」（上田城での和太鼓の演奏）
日　時  ４月24日㈰午前９時～午後４時（予定）
場　所  上田城跡公園芝生広場
内　容  上田城から発信～被災地「復興祈願」ジュニアチームの和太

鼓演奏

【新企画】信州上田うまいもん大集合
日　時  ４月９日㈯・10日㈰午前10時～午後３時
場　所  上田城跡公園管理事務所前
内　容  上田ならではの「食」を通じて上田市を盛り上げたいという

志をもつ市内団体・事業者の皆さんが腕をふるう「上田の
うまいもん」が大集合します。出展料理など詳しくは、上
田市ホームページの信州上田観光情報をご覧ください。

　 観光課　TEL23・5408

第３回上田城 城灯りの景は、東日本大震災により被災され
た地域が１日でも早く復興できるよう「祈り」を込め、上田城
跡公園に行

あん

灯
どん

（キャンドル）を配置し、皆さんからの被災地の
方々に対するメッセージを募り灯

とも

します。また、信州上田－
歌と愛を紬

つむぐ

大使－三代目コロムビア・ローズさんのミニライ
ブと、シンガーソングライターのさだまさしさんを父に持つ、
大
たい

陸
りく

さんと詠
え

夢
む

さんのインスト兄妹ユニット〝Time〞による
ミニライブを「応援ライブ」として開催します。
日　時  ４月23日㈯午後６時30分～９時（予定）
場　所  上田城跡公園内

観光物産展
日　時  ４月８日㈮～17日㈰午前10時～午後４時
場　所  上田市民会館駐車場、上田城跡公園管理事務所前
内　容  上田地域の地場産品を数多く取りそろえ、展示即売します。

元気鍋
日　時  ４月４日㈪～17日㈰午前10時～午後４時
場　所  上田城跡公園管理事務所前
内　容  信州味噌を使用した味噌汁を配布します。テント内には

義援金受付箱を設置します。マイ箸・お椀の持参にご協
力ください。

昨年の「上田城　城灯りの景」の様子
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●千本桜ライトアップ
　４月４日㈪～24日㈰まで予定していた、内堀周辺、けやき並木などのライト
　アップは中止します。

●ステージイベント「遊芸の宴」
　４月９日㈯・10日㈰に、市民会館駐車場で予定していたステージ
　イベントは中止します。

●第29回上田真田まつり
　４月16日㈯に上田城跡公園陸上競技場、中心市街地で予定していた上田真田まつり
　は中止します。

2011上田城千本桜まつり　開催概要

中止するイベント

臨時観光案内所
日　時  ４月４日㈪～17日㈰午前10時～午後４時
場　所  上田市民会館駐車場特設テント
内　容  上田観光ボランティアガイドの会やEGG（English Guide 

Group）会員が、上田城跡公園内や市内各所のご案内等
を行います。

上田城甲
かっ

冑
ちゅう

隊　信州上田子ども十勇士隊
期　間  ４月９日㈯・10日㈰・16日㈯・17日㈰
内　容  手作りの甲冑をまとう甲冑隊・十勇士隊が櫓門前

に登場し、記念撮影に応じます。甲冑の試着体験
もできます。

　 観光課　TEL23・5408

観光会館おもてなしコーナー・赤ちゃんステーション
日　時  ４月４日㈪～24日㈰午前９時～午後８時
場　所  上田市観光会館２階
内　容  上田城跡公園向かいの観光会館２階を、無料休憩所とし

て開放します。そば茶をご用意します。赤ちゃんの授乳
やおむつ替えにもご利用ください。

上田観光ボランティア　元祖 シャッターマン
期　間  ４月４日㈪～24日㈰
内　容  櫓

やぐら

門前など城跡公園内で、シャッターマンが記念
写真撮影のボランティアを行います。

上田城千本桜俳句会
期　間  ４月４日㈪～24日㈰
内　容  「城」、「桜」、「（上田）紬

つむぎ

」をテーマに行います。入選作品
（佳作を含む）は、６月上旬、上田市ホームページ、市内
公民館などへ掲出します。上田城跡公園内、市内公共施
設等に投句箱を設置します。

6



経
済
雇
用
対
策
に
必
要
な
施
策
を

遅
滞
無
く
、
切
れ
目
無
く

実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市長施政方針　（要旨）

平
成
23
年
度　

３
月
市
議
会
定
例
会
市
長
施
政
方
針　
（
要
旨
）

魅
力
あ
ふ
れ
る

上
田
地
域
定
住
自
立
圏
を
創
造

◆
は
じ
め
に

　

新
生
上
田
市
と
し
て
の
船
出
か

ら
５
周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
一
体

感
の
醸
成
や
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
制
度
の
統
一
な
ど
の

基
盤
固
め
に
努
め
た
揺よ
う

籃ら
ん

期
を
経

て
、
現
在
、
市
は
更
な
る
高
み
を

目
指
し
た
成
長
・
発
展
期
に
あ
り

ま
す
。
合
併
以
降
の
順
調
な
市
政

経
営
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

市
民
の
皆
様
、
議
員
各
位
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
上
田
地
域

　
定
住
自
立
圏
の
創
造

　

地
域
の
母
都
市
と
し
て
取
り
組

む「
定
住
自
立
圏
構
想
」に
つ
い
て

は
、
去
る
２
月
３
日
に
全
関
係
市

町
村
長
同
席
の
も
と
、私
か
ら「
中

心
市
宣
言
」を
行
い
、
圏
域
の
中

心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
意

思
を
表
明
い
た
し
ま
し
た
。
新
年

度
は
、
協
定
締
結
な
ど
圏
域
形
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
上
田
地
域
定
住
自

立
圏
の
創
造
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

◆
地
域
医
療
再
生
と

　
産
院
移
転
新
築

　

４
月
に「
信
州
上
田
医
療
セ
ン

タ
ー
」と
改
称
す
る
長
野
病
院
に

は
、
高
度
医
療
提
供
と
研
修
医
の

教
育
な
ど
を
実
践
す
る「
地
域
医

療
教
育
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
と
あ

わ
せ
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
市
で

は
、
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
と

連
携
す
る
信
州
大
学
の
先
生
方
に

よ
る
公
開
講
座
の
開
催
な
ど
、
地

域
全
体
で
医
療
体
制
を
支
え
る
機

運
の
醸
成
に
向
け
た
支
援
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
産
院
の
移
転
新
築
事
業

に
つ
い
て
は
、
立
体
駐
車
場
が
間

も
な
く
竣し
ゅ
ん

工こ
う

し
、
引
き
続
き
施
設

本
体
の
建
設
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。
来
春
の
開
設
に
向
け
、
着
実

な
工
事
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
円
滑
な
移
転
へ
の
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
交
流
・
文
化
施
設
の

　
整
備

　

交
流
・
文
化
施
設
の
大
ホ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

１
７
０
０
席
程
度
と
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
利
用
や
コ
ス
ト
の
面

か
ら
バ
ル
コ
ニ
ー
を
１
層
減
ら

し
、
座
席
数
を
１
５
３
０
席
程
度

と
す
る
判
断
を
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
整
備
計
画
に
掲
げ
る
理
念
や

一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演
を
含

む
様
々
な
事
業
展
開
に
対
応
可
能

と
す
る
こ
と
も
大
切
な
要
素
で
あ

る
た
め
、
簡
易
的
な
座
席
や
立
ち

見
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設
け
、
最
大

１
６
５
０
名
程
度
の
収
容
人
員
を

確
保
し
、
規
模
的
に
も
多
様
な
興

行
な
ど
に
対
応
で
き
る
ホ
ー
ル
と

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
に
は
、
基
本
プ
ラ
ン
を
市

民
の
皆
様
に
ご
説
明
申
し
上
げ
、

改
め
て
ご
意
見
な
ど
を
お
聴
き

し
、
実
施
設
計
や
運
営
管
理
計
画

を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
◆
経
済
動
向
と

　
経
済
・
雇
用
対
策

　

景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な

中
、
上
田
地
域
の
有
効
求
人
倍
率

は
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は

継
続
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る

と
判
断
し
、
新
年
度
に
お
い
て
も

新
規
雇
用
２
４
０
人
規
模
、
約

２
億
３
８
０
０
万
円
の
事
業
費
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な

緊
急
経
済
対
策
と
し
て
創
設
し
た

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
、
受
付
開
始
か
ら
１
週
間

で
、
約
１
０
０
件
分
を
見
込
ん
だ

予
算
額
に
達
す
る
程
の
申
請
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
は
、
引

き
続
き
約
９
０
０
件
分
相
当
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

市
民
生
活
の
安
定
を
第
一
に
、
引

き
続
き「
経
済
対
策
・
雇
用
対
策
」

を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
、
必
要
な
施
策
を
遅
滞
無

く
、
切
れ
目
無
く
実
行
し
て
ま
い

り
ま
す
。

◆
上
田
市
総
合
計
画
の
後
期

　
計
画
の
策
定
に
向
け
て

　

市
政
の
羅
針
盤
と
呼
ぶ
べ
き

「
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
」は
、

平
成
24
年
度
か
ら
後
期
４
年
の
計

画
期
間
を
迎
え
る
た
め
、
そ
の
策

定
作
業
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
昨
年
10
月
に
60
名
の
委
員

の
皆
様
に
よ
る
総
合
計
画
審
議
会

を
組
織
し
て
以
降
、
熱
心
な
議
論

が
重
ね
ら
れ
、
こ
の
３
月
末
に
は

中
間
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
そ
の
後
、
市
民
の
皆
様
か
ら

広
く
ご
意
見
を
伺
う
機
会
を
設

け
、
最
終
答
申
を
経
て
議
会
に
提

案
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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「
第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
」前

期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
と
な
る

平
成
23
年
度
の
市
政
経
営
に
臨
む

所
信
の
一
端
を
、
総
合
計
画
に
お

け
る
六
つ
の
ま
ち
づ
く
り
大
綱
に

沿
っ
て
申
し
上
げ
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治

　

今
定
例
会
に
自
治
基
本
条
例
を

提
案
い
た
し
ま
し
た
。
策
定
過
程

に
お
い
て
、
検
討
委
員
会
で
真
剣

な
議
論
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
市

民
の
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
欲
と
熱

意
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
、
大
変
心

強
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
条
例
に
掲
げ
る
理
念

の
周
知
・
啓
発
と
と
も
に
市
民
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
図
る
活
動

を
広
め
、
一
人
ひ
と
り
が
上
田
市

民
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を
自
覚

し
、
市
政
の
主
役
と
し
て
積
極
的

に
参
加
し
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
践
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。

○
産
業
・
経
済

　

地
域
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て

は
、
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る

も
の
の
、
そ
の
動
向
は
予
断
を
許

し
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
地
域
産
業
を

取
り
巻
く
現
状
や
課
題
、
地
域
の

資
源
や
強
み
を
再
検
証
し
、
市
が

目
指
す
産
業
振
興
の
方
向
性
や
中

小
企
業
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
総
合
的
な
プ
ラ
ン
を
ま
と
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
の
海
外
市
場

に
お
け
る
販
路
開
拓
の
支
援
に
向

け
、従
前
の
補
助
制
度
を
見
直
し
、

海
外
の
展
示
会
な
ど
へ
の
出
展
経

費
を
新
た
に
助
成
対
象
と
す
る
と

と
も
に
、
国
内
出
展
経
費
の
助
成

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

農
業
に
つ
い
て
は
、
地
産
地
消

を
始
め
と
す
る
振
興
策
の
一
層
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
作
物
被
害
へ
の
対
策

に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

○
自
然
・
文
化

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
消
費
電
力
が
少

な
く
長
寿
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

環
境
に
優
し
い
照
明
と
し
て
普
及

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

自
治
会
が
設
置
す
る
防
犯
灯
の
新

設
お
よ
び
交
換
に
お
い
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
進
め
る
た
め
の
補
助
制
度
を

創
設
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

松
く
い
虫
対
策
に
つ
い
て
は
、

伐
倒
処
理
な
ど
に
よ
り
被
害
の
拡

大
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
動
向
は
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、
国
・
県
な
ど
の

関
係
機
関
お
よ
び
地
域
の
皆
様
と

協
力
し
た
対
応
に
努
め
、
豊
か
な

恵
み
を
も
た
ら
す
松
林
の
保
全
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

感
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
に
芸

術
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
た
芸
術
家
学
校

派
遣
事
業
に
つ
い
て
は
、長
年「
上

田
城
跡
能
」を
開
催
し
て
き
た
実

績
を
生
か
し
、
わ
が
国
を
代
表
す

る
古
典
芸
能
で
あ
る「
能
楽
」も
新

た
に
取
り
入
れ
、
事
業
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
郷
土
が
誇
る
版
画
家
・

洋
画
家
で
あ
る
山
本
鼎か
な
え

の
精
神
を

継
承
す
る「
山
本
鼎
版
画
大
賞
展
」

を
今
年
秋
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

上
田
市
ら
し
い
文
化
的
土
壌
を
さ

ら
に
豊
か
に
す
る
た
め
の
大
切
な

役
割
を
果
た
す
も
の
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。

○
生
活
環
境

　

快
適
で
清
潔
な
暮
ら
し
の
実
現

に
欠
か
せ
な
い
上
下
水
道
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
か
ら
利
用
料
金
の

統
一
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
下
水
道
の
全
体
普
及
率
は
、

平
成
22
年
度
末
で
約
97
％
と
な
る

見
込
み
で
あ
り
、
上
田
・
丸
子
地

域
の
未
整
備
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
整
備
を
進
め
、
一

日
も
早
く
各
家
庭
で
下
水
道
接
続

が
で
き
る
よ
う
事
業
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
網
な
ど
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
に
事
業
化
と
な

り
ま
し
た
国
道
18
号
上
田
バ
イ
パ

ス
第
二
期
工
区
の
延
伸
区
間
で
あ

る
市
内
国
分
か
ら
東
御
市
本
海
野

間
４
・
１
㎞
の
基
本
設
計
が
整
い
、

地
元
と
の
設
計
協
議
が
進
め
ら
れ

第
一
次
上
田
市
総
合
計
画
の

六
つ
の
ま
ち
づ
く
り
大
綱
に
基
づ
く

市
政
経
営
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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市
民
に
よ
る
事
業
評
価
結
果
は
、

最
終
評
価
の
中
で

貴
重
な
判
断
材
料
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市長施政方針　（要旨）

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
道
１
５
２

号
丸
子
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事
業
化

に
向
け
た
国
・
県
へ
の
要
望
や
、

国
道
１
４
４
号
上
野
バ
イ
パ
ス
二

期
・
三
期
工
区
の
整
備
促
進
な

ど
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
や
、

正
確
な
避
難
情
報
な
ど
の
提
供
に

向
け
、
全
庁
的
な
危
機
管
理
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
は
、
自

治
会
を
中
心
と
す
る
自
主
防
災
組

織
の
役
割
も
重
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

や
、
自
治
会
や
市
の
防
災
拠
点
へ

の「
土
の
う
」の
配
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
に

つ
い
て
は
、
上
田
市
街
地
お
よ
び

丸
子
地
域
で
実
証
運
行
し
て
い
る

循
環
バ
ス
の
利
用
者
が
増
加
し
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
継
続
運
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
利
用
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
○
健
康
・
福
祉

　

課
題
で
あ
る
糖
尿
病
予
防
に
力

を
入
れ
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関

と
連
携
し
た
食
育
の
推
進
に
向
け

「
上
田
市
食
育
推
進
計
画
」を
策
定

す
る
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
２
月
に
高
校
１
年

生
相
当
年
齢
の
女
子
を
対
象
に
開

始
し
た
子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
公
費
接
種
は
、
４
月
以
降
、

中
学
１
年
生
相
当
年
齢
か
ら
高
校

１
年
生
相
当
年
齢
ま
で
対
象
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
に
対
す

る
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
開
始
し
、
感
染
症

予
防
対
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

保
育
園
の
保
育
料
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
も
、
国
の
徴
収
基

準
額
に
対
し
て
約
25
％
を
軽
減
す

る
と
と
も
に
、
同
時
通
園
す
る
場

合
や
第
３
子
以
降
の
児
童
な
ど
を

対
象
と
す
る
市
独
自
の
軽
減
措
置

を
設
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
年

度
か
ら
は
、
国
の
基
準
額
に
対
し

て
お
お
む
ね
30
％
の
軽
減
と
な
る

よ
う
保
育
料
の
引
き
下
げ
を
行
う

と
と
も
に
、
世
帯
所
得
な
ど
に
応

じ
た
階
層
区
分
の
細
分
化
に
よ
っ

て
、
よ
り
一
層
の
負
担
軽
減
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
高
齢
者
福
祉
施

設
の
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
定

員
１
０
０
名
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
１
か
所
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
な
ど
６
種
類
の
サ
ー

ビ
ス
を
計
13
か
所
、
更
に
、
介
護

付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
を
２
か
所

と
、
計
画
に
基
づ
い
た
す
べ
て
の

整
備
を
行
い
、
開
設
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

○
教
育

　

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校

施
設
の
耐
震
化
を
、
更
に
進
め
ま

す
。
今
年
度
中
に
対
象
と
な
る
施

設
の
耐
震
診
断
を
完
了
し
た
上

で
、
小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
に

向
け
た
補
強
整
備
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
な
改
築
・
補
強
工
事

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
丸
子
図
書
館
の

建
設
に
着
手
い
た
し
ま
す
。
老
朽

化
し
た
丸
子
金
子
図
書
館
を
、
カ

ネ
ボ
ウ
跡
地
に
新
築
移
転
す
る
も

の
で
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
に
も

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
タ
グ

に
よ
る
自
動
貸
し
出
し
シ
ス
テ
ム

の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
と
の

協
働
に
よ
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

◆
行
財
政
改
革
の
推
進
な
ど

　

市
民
参
加
・
公
開
型
事
業
仕
分

け
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
取
り
組

み
は「
市
民
に
よ
る
事
業
評
価
」と

銘
打
ち
、
２
月
５
日
・
６
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
評
価
結
果
は
、
年

度
内
の
方
針
決
定
に
向
け
て
進
め

る
最
終
評
価
の
中
で
、
貴
重
な
判

断
材
料
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３月市議会定例会の初日（２月21日）に
施政方針演説する、母袋創一市長。

9



〔注〕表示単位未満を四捨五入しているため、合計額等は一致しない場合があります。

　 財政課　TEL23・5113
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歳
入
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
市
税
な
ど
の「
自
主
財
源
」と
、
国

や
県
の
補
助
金
な
ど
の「
依
存
財
源
」に
分

け
ら
れ
ま
す
。
23
年
度
の
当
初
予
算
で

は
、
自
主
財
源
が
約
49
％
、
依
存
財
源
が

約
51
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
税
１
９
６
億
８
４
８
万
円
は

全
体
の
約
30
％

　

歳
入
の
約
３
割
を
占
め
る
市
税
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て

０
・
２
％
、
３
３
６
９
万
円
の
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
個
人
市
民
税
は
、
個
人
所
得
が
依
然
減
少
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
５
・
７
％
減
の
58
億
７
３
４
８
万
円
、
法
人
市
民
税
は
、

景
気
に
一
定
の
回
復
基
調
が
見
ら
れ
る
た
め
38
・
７
％
増
の

14
億
５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
約
３
％
の
増

　

歳
入
で
、
市
税
に
次
い
で
22
・
１
％
と
大
き
な
比
率
を
占
め

る
地
方
交
付
税
は
、
地
方
財
源
の
充
実
を
図
る
と
い
う
国
の
方

針
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
３
・
２
％
、
４
億
５
０
０
０
万

円
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
債
は
合
併
特
例
債
な
ど
の

活
用
で
約
21
％
の
増

　

市
債
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
21
・
２
％
、
12
億
３
１
９
０

万
円
増
の
70
億
３
２
３
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
増
と
な

る
主
な
理
由
は
、
川
西
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
城
南
公
民
館
、

丸
子
図
書
館
の
整
備
事
業
に
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
た
め
で

す
。
市
債
の
約
90
％
は
、
返
済
に
対
す
る
国
の
支
援
が
手
厚
い

合
併
特
例
債
と
臨
時
財
政
対
策
債
で
す
。

　

平
成
23
年
度
当
初
予
算
が
、
市
議
会
３
月
定

例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
密

着
し
た
福
祉
や
教
育
、
道
路
や
公
園
の
整
備
な

ど
、
市
政
の
基
本
と
な
る
会
計
で
す
。
今
年
度

は
６
５
６
億
９
８
６
１
万
円
で
、
前
年
度
と
比

較
し
て
３
・
０
％
、
18
億
９
７
９
７
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

低
迷
を
続
け
る
地
域
経
済
が
一
刻
も
早
く
自

律
回
復
で
き
る
よ
う
新
規
雇
用
者
２
４
０
人
規

模
、
約
２
億
３
８
０
０
万
円
の
緊
急
雇
用
対
策

事
業
や
経
済
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
第

一
次
総
合
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
を
着
実

に
進
め
る
た
め
の
施
策
、
事
業
の
積
極
的
な
展

開
を
図
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

歳入

歳入
656億
9,861万円

市税　196億 848万円（29.8%）

【市税の内訳】
個人市民税　58億7,348万円
法人市民税　14億 500万円
固定資産税　98億3,400万円
その他　　　24億9,600万円

皆さんから納めていただく市民税や固定資
産税など

国税（所得税や法人税など）として集められた財源
のうち、市に再配分されるお金（地方固有の財源）

地方交付税　145億円（22.1%）

道路や学校などを整備するために国
や金融機関などから借り入れるお金

市債　70億3,230万円（10.7%）

福祉援助や道路建設など国から交付され
るお金

国庫支出金　61億8,862万円（9.4%）

市が行う特定の事業に対して県から交付
されるお金

県支出金　32億5,295万円（5.0%）

保育料など特定のサービスを受けた方々
からいただくお金や、国や県から一定の
割合で配分されるお金

その他　73億3,572万円（11.2%）

貸付金の元利収入、預金の利子、雑収入など
諸収入　77億8,054万円（11.8%）

【その他の内訳】
地方消費税交付金
使用料および手数料
分担金および負担金など

自主財源49％

依存財源51％

当初予算額の推移 平
成
23
年
度
当
初
予
算

一
般
会
計
予
算
額
は
、
3.0
％
増
の
約
６
５
７
億
円

550

600

650

700
単位（億円）

平
成
23
年
度

平
成
22
年
度

平
成
21
年
度

641億円 638億円

657億円



市民一人あたりでみると…

総務費

39,975円（10％）

民生費

119,924円（29％）

衛生費

26,054円（６％）

農林水産業費

15,730円（４％）

土木費

62,182円（15％）

消防費

10,898円（３％）

教育費

41,996円（10％）

公債費

54,302円（13％）

商工費

36,318円（９％）

※その他の費目
　＝議会費、労働費、
　　予備費の合計
　　　5,371円（１％）

人口：159,173人
（平成23年２月１日現在）

約41万円
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厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
、
財
源

見
通
し
が
不
透
明
な
状
況
で
す
が
、

市
町
村
合
併
に
よ
る
効
果
や
経
費
の

節
減
で
生
み
出
し
た
財
源
に
加
え
、

合
併
特
例
債
や
基
金
の
活
用
に
よ

り
、
新
規
事
業
や
充
実
事
業
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

歳
出
全
体
の
約
29
％
は
民
生
費

　

歳
出
の
な
か
で
最
も
大
き
な
比
率
を
占
め
る
民
生

費
は
、
歳
出
全
体
の
29
・
１
％
を
占
め
、
予
算
額
は

１
９
０
億
８
８
７
１
万
円
で
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と

４
・
２
％
、
７
億
６
６
９
３
万
円
の
増
を
見
込
み
ま
す
。

こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
や
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
費
・

生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
の
増
が
主
な
理
由
で
す
。

総
務
費
が
約
12
％
の
伸
び

　

前
年
度
か
ら
大
き
な
伸
び
が
あ
る
の
は
総
務
費
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
11
・
８
％
、
６
億
７
３
５
１
万
円
の
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、川
西
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
と
交
流
・
文
化
施
設
建
設
事
業
の
開
始
や
、
防

犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
へ
交
換
す
る
費
用
に
対
す
る
補
助
制

度
の
新
設
が
主
な
理
由
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
土
木
費
も
市
道
新
設
改
良
費
や
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し

て
４
・
９
％
、
４
億
６
１
５
４
万
円
の
増
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

市
民
一
人
あ
た
り

約
41
万
円
の
歳
出

　

一
般
会
計
の
予
算
額
６
５
７
億
円
を
上
田
市
の
人
口
で

割
る
と
市
民
一
人
あ
た
り
約
41
万
円
に
な
り
、
昨
年
度
よ

り
約
１
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
の
最
後

に
、
主
な
費
目
別
に
一
人
あ
た
り
の
予
算
額
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。 歳出

歳出
656億
9,861万円

高齢者や障がい者などの福祉や子育て事
業のために

民生費　190億8,871万円（29.1%）

道路や河川などの整備、公園や市営住宅
の管理のために

土木費　98億9,763万円（15.1%）

公共施設の整備などのために、借りたお
金の返済のために

公債費　86億4,334万円（13.2%）

小中学校の建設や子どもたちの教育など
のために

教育費　66億8,465万円（10.2%）

広報の発行や住民票の交付などの市の全
般的な事務のために

総務費　63億6,302万円（9.7%）

商工観光業の振興のために
商工費　57億8,090万円（8.8%）

健康づくりやごみ処理などのために
衛生費　41億4,707万円（6.3%）

農業・林業の振興のために
農林水産業費　25億 384万円（3.8%） 

救急・消防のために
消防費　17億3,460万円（2.6%）

その他　８億5,487万円（1.2%）

【内訳】
・議会費　４億5,951万円 0.7％
・労働費　２億9,536万円 0.4％
・予備費　１億円 0.1％
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一
般
会
計
の
主
な
使
い
み
ち
市
の
予
算
は
、道
路
の
建
設
の
た
め
に
使
う
土
木
費
、教
育
の
た
め
に
使
う
教
育
費
と
、

目
的
別
に
区
分
し
て
い
ま
す
。
こ
の
区
分
ご
と
の
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

新川西地域自治センター整備事業 …… ４億5,532万円
　川西地域自治センター、川西公民館等を含めた総合
コミュニティセンターとして整備し、地域住民と
の協働によるまちづくり推進の活動拠点とします。

○交流・文化施設建設事業…………… ２億9,419万円
　「文化の薫る創造都市」実現に向け、大・小ホール、
美術館、交流施設、緑地・広場など様々な機能を
併せ持つ交流・文化施設を整備します（23年度は実
施設計）。

その他の主な事業
新  住民基本台帳法改正に伴う住民情報系システム更
新事業 ……………………………… １億5,526万円

新防犯灯のLED照明補助事業（新設・交換）
 　　　　 …………………………………  6,348万円
新固定資産税評価替基礎資料整備事業 ……  2,462万円
新新生上田市５周年記念事業 ………………  1,500万円

○交通運輸対策事業……………………  ３億5,553万円
 市内の公共交通を維持するために、廃止路線代替
バス運行費補助や別所線運行のための支援を行い
ます。

○住宅リフォーム補助金…………………… 9,000万円
 市民の皆さんが、地元業者による住宅リフォーム
を行う際に、費用の一部を助成します。

その他の主な事業
○ 市道新設改良事業（上田橋中島線ほか）
 　　　　 …………………………… 15億7,945万円
○ 交通安全施設整備事業（黒坪長島線ほか）
  　　　　 …………………………… ３億1,145万円
○ 街路整備事業（櫓下泉平線ほか） … ２億6,629万円
○ 市営住宅改修事業
　（下水道接続、給湯器・浴槽設置ほか）… 9,301万円
新  上田駅お城口公衆トイレ改修事業 …… 3,050万円
新  優良建築物等整備事業補助金 …………  1,880万円

○中小企業金融対策事業……………… 45億 812万円
 中小企業融資要綱に基づき、資金制度の融資枠を
確保します。23年度は、雇用の拡大を図るため、
新規開業資金のあっせんに際し、新たな利子補給
制度を設けます。

新武石番所ヶ原スキー場整備事業 …… ４億2,300万円
 武石番所ヶ原スキー場が、より安全で利用しやす
いスキー場となるよう、リフトの移設、ゲレンデ
の造成などを行います。

その他の主な事業
○ 商工業団体支援事業 ……………………  5,852万円
○ 信州上田まつり実行委員会負担金 ……  3,433万円
○ 温泉地・スキー場地区再生モデル事業補助金
 　　　　　 ………………………………  2,004万円
○ 丸子地域中心市街地再生支援事業補助金… 958万円
○ 販路拡大支援事業補助金 ………………… 460万円

○介護予防・生活支援事業…………… ２億2,082万円
 高齢者が健康で、自立した生活が送れるよう、各
種の生活支援サービスを行います。また、介護者
の身体的・精神的負担が軽減できるよう介護者支
援サービスを行います。

○公立保育所耐震診断および耐震補強事業
 　　　　 ………………………………… 1,214万円
 塩川保育園の耐震診断および東部保育園の耐震補
強工事を行います。

○放課後児童クラブ施設整備事業
　（塩川児童クラブ移転改修）………………… 907万円
 塩川保育園に設置されている塩川児童クラブを塩
川小学校へ移転するため、塩川小学校の余裕教室
を改修します。

その他の主な事業
○子ども手当支給事業………………… 35億3,280万円
○放課後児童クラブ運営事業
　（児童クラブ・学童保育所）………… １億8,848万円
○児童館運営事業……………………………  6,962万円

○緊急通報装置設置事業……………………  2,946万円
○住宅手当緊急特別措置事業……………… 1,224万円
○認可外保育施設助成事業…………………  1,103万円
○発達相談センター事業……………………… 649万円

川西地域自治センター完成イメージ図

神科児童センター

武石番所ヶ原スキー場

新は新規事業

～商工観光業の振興のために～

商　工　費

～福祉や子育て事業のために～
民　生　費

～道路や河川などの整備のために～
土　木　費

～市の全般的な事務のために～
総　務　費
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○周産期医療緊急対策事業……………… １億 780万円
 医師・助産師の確保を目的とした修学資金貸与制度
の実施や、産院の経営支援を行います。

○新エネルギー活用施設設置費補助金……… 3,060万円
 地球温暖化対策の一つとして、太陽光発電・太陽熱
高度利用システムの導入に対し補助金を交付します。

新休日歯科救急センター施設改修費補助金
 　　　　 …………………………………… 1,264万円
 上田小県歯科医師会が「休日歯科救急センター」を開
設するための施設整備費を支援します。

その他の主な事業
○ 子宮頸がん等ワクチン接種事業 ……  ２億6,994万円
○ 妊婦一般健康診査事業 ……………… １億7,815万円
○ 内科・小児科初期救急センター管理運営事業
 　　　　 ……………………………………  5,849万円
○ 資源物回収促進交付金 …………………… 3,275万円

新雇用対策セミナー ……………………………… 177万円
 雇用状況の変化と景気後退により、多様化する勤労
者のニーズに対応するため、勤労者福祉センターに
雇用促進室を移し、新たな就業支援サービスを開始
します。

その他の主な事業
○勤労者住宅建設資金・生活資金融資預託金
 　　　　 ……………………………… １億3,500万円
○雇用創出奨励補助金（22年度雇い入れ分）
 　　　　 ……………………………………  4,500万円

新丸子図書館整備事業 …………………… 5億7,060万円
 24年度のオープンに向け、老朽化した丸子金子図書
館を、カネボウ跡地に新築移転します。真田図書館
に続きICタグによる自動貸し出しシステムの導入を予
定しています。

新城南公民館建替事業 …………………… ４億4,040万円
 社会教育やコミュニティ活動拠点施設の一つとして、
24年度の開館に向け建替工事に着手します。

その他の主な事業
○ 塩田中学校改築事業 ………………… ６億3,333万円
○ 傍陽小学校改築事業 ………………… ２億4,314万円
○ 幼稚園就園奨励費補助金 ………………… 9,989万円
○ 児童生徒就学援助事業 …………………… 9,574万円
○ 学校施設耐震補強事業 …………………… 6,666万円
新  真田運動公園ランニングコース整備事業 2,200万円
○ 高校通学費補助金 ………………………… 1,300万円
○ 芸術家学校派遣事業 ………………………… 78万円

○有害鳥獣防除対策事業……………………… 3,445万円
 ニホンジカやイノシシなどの有害鳥獣からの農作物
を守る取り組みとして、捕獲、防護、環境整備の三
つの対策を実施します。

○松くい虫防除対策事業………………… １億4,438万円
 松くい虫被害の拡大を防ぐため、伐倒駆除、地上薬
剤散布、樹幹薬剤注入、樹種転換などを実施します。

その他の主な事業
○市単土地改良事業（農道整備、水路改修など）
 　　　　 ……………………………… １億7,935万円
○地籍調査事業…………………………………  2,988万円
○中山間地域農業直接支払交付金…………… 2,789万円

○耐震性貯水槽新設事業……………………… 2,600万円
 震度７程度まで耐えることができる、耐震性貯水槽
を５基設置します。

その他の主な事業
○ 消防団車両等整備更新事業 ……………… 4,400万円
○ 消防団詰所整備事業 ………………………  3,392万円

昨年オープンした真田図書館

有害鳥獣の防護柵の設置

○市債の元利償還金……………………… 86億4,334万円

～健康づくりやごみ処理などのために～
衛　生　費

～子どもたちの教育などのために～
教　育　費

～農業・林業の振興のために～
農林水産業費

～雇用の促進と労働者福祉のために～
労　働　費

～救急・消防のために～
消　防　費

～借りたお金の返済のために～
公　債　費



事業名 本年度予算額 前年度予算額 比較増減額 増減率
（％） 事業のあらまし

土地取得事業 ４億円 12億5,000万円 △８億5,000万円 △ 68.0 土地の取得に関する事業

塩田有線放送
電話事業 8,042万円 3,694万円 4,348万円 117.7 平成22年度末の事業廃止に伴う、施設および外部設備の撤去工事など

交通災害共済事業 1,590万円 5,232万円 △ 3,642万円 △ 69.6 会員が万一交通事故にあった時、見舞金を支払う助け合いの制度
＊平成22年4月から、長野県民交通災害共済組合へ移行

同和地区住宅新築
資金等貸付事業 4,795万円 5,586万円 △ 791万円 △ 14.2 住宅新築資金などの貸付事業

国民健康保険事業 144億9,462万円 142億9,257万円 ２億 205万円 1.4 ０歳～74歳までの方で、自営業など他の健康保険に加入していない方の
ための医療保険事業

老人保健事業 － 1,409万円 △ 1,409万円 皆減
高齢者（75歳以上）および65歳以上で一定の障がいがある方への医療費給
付事業（平成20年3月以前の診療分のみ）平成22年度末で廃止し、清算事
務を一般会計へ移管

後期高齢者医療事業 15億3,295万円 14億7,650万円 5,645万円 3.8 高齢者（75歳以上）および65歳以上75歳未満の一定の障がい認定を受け
ている方を対象とした医療制度

介護保険事業 124億4,293万円 120億9,552万円 ３億4,741万円 2.9 介護が必要となった方への保険給付事務、介護予防サービスなどの事業

社会福祉授産事業 6,457万円 6,333万円 124万円 2.0 障がいを抱えた方一人ひとりの能力や希望に沿った就労の支援事業　
（上田・武石の２事業所）

駐車場事業 1億8,905万円 1億8,907万円 △ 2万円 0.0 上田駅お城口・温泉口にある市営駐車場の管理運営事業

市街地再開発事業 1億1,929万円 1億5,045万円 △ 3,116万円 △ 20.7 上田駅前ビル、パレオの管理事業など

武石診療所事業 1億5,118万円 1億5,550万円 △ 432万円 △ 2.8 24時間往診体制をとっている公立の診療所（内科・外科など）事業

特 別 会 計 合 計 295億3,885万円 298億3,215万円 △ ２億9,330万円 △ 1.0

区　　分 概　　　　　　要 平成23年度末 平成22年度末
財政調整基金 災害など不測の事態や将来の大きな事業に備えて、財政の健全な運営のため積み立てる基金 31億3,812万円 33億3,812万円
減債基金 公債費の償還を計画的に行うための基金 26億 931万円 29億 931万円
その他特定目的基金 事業の実施などの特定の目的のために積み立てる基金 97億6,804万円 104億6,908万円
定額運用基金 土地の取得など特定の目的のために定額の資金を運用する基金（例：土地開発基金） 22億5,077万円 22億5,060万円

合　　　　　　　　　　計 177億6,624万円 189億6,711万円

特別会計 約295億円

◎平成23年度特別会計予算一覧

（注）表示単位未満を四捨五入しているため、合計額等は一致しない場合があります。

　特別会計は、特定の事業や資金などについて、その収支を明確にするために一般会計と分けた会計です。介
護保険事業特別会計が介護サービス給付費の増などにより前年度より３億4,741万円増えた一方、土地取得事
業特別会計、交通災害共済事業特別会計などの減により、全体では1.0％、２億9,330万円の減となりました。

　市の貯金ともいえる基金は、今年度合計で5,799万円
を積み立て、12億5,885万円を取り崩し、事業実施のた
めに活用します。

基金現在高（見込み）　約178億円

企業会計名
予算額

本年度 前年度
真田有線放送
電話事業

収益的支出 5,653万円 5,710万円
資本的支出 915万円 915万円

産院事業
収益的支出 4億3,011万円 3億6,712万円
資本的支出 9億4,648万円 6,646万円

水道事業
収益的支出 25億6,166万円 26億3,114万円
資本的支出 11億7,770万円 12億9,089万円

公共下水道事業
収益的支出 48億7,060万円 49億8,444万円
資本的支出 39億3,101万円 48億6,725万円

農業集落排水事業
収益的支出 13億4,364万円 14億 153万円
資本的支出 7億2,326万円 7億9,044万円

企　業　会　計　合　計 160億5,015万円 164億6,551万円

※収益的支出　職員の人件費、施設の維持管理費、減価償却費など
　　　　　　　経営活動に必要な経費

※資本的支出　施設の整備・投資にかかる費用や借入金の償還金な
　　　　　　　どの費用

　企業会計は、水道料金などの収益によって運営され
る独立採算の会計です。企業会計全体の予算は、160
億5,014万円で、前年度と比べると2.5％、４億1,537万
円の減となっていますが、産院事業会計の予算額は、
信州上田医療センター（旧長野病院）隣接地への移転新
築事業により大きな伸びを示しています。

企業会計 約161億円

◎平成23年度企業会計予算一覧

◎基金の年度末現在高見込額

約1,539億円

区　　分 平成23年度末 平成22年度末
一般会計 690億3,011万円 694億6,866万円
特別会計 11億6,780万円 14億 555万円
企業会計 837億3,294万円 862億2,182万円

合　　計 1,539億3,085万円 1,570億9,603万円

　市では、学校、道路、下水道などの公共施設の整備をす
る場合に市の借金にあたる市債を活用しています。市債の
活用により、公共施設整備の財政負担を複数の年度に分け、
計画的な財政運営を行うことができます。

市債現在高（見込み）　

◎市債の年度末現在高見込額
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（平成23年４月１日現在・敬称略）

町吉田◎成澤　晴夫
ひかり　山下　祥男
桜　台○羽鳥　勝義
下吉田　堺澤　仁一
林之郷　小林　義政
下　郷　神林　廣幸
岩清水○秋山今朝一
矢　沢　田中　保行
赤　坂　宮下　豊彦
漆　戸　武舎　芳博
下　組○松崎　照二
富士山中組　峯村　英夫
奈良尾◎林　　　寛
平井寺　岡森　則夫
鈴　子　塩入　秀成
石　神　関　　新一
柳　沢　坂田　秀人
下之郷　小山　正憲
　桜　　松田　信雄
下本郷　手塚　勝人
東五加　白井　昭夫
五　加◎宮澤　慶夫
上本郷　藤橋　恒夫
中　野○坂中　悦夫
上小島　和田　　健
下小島　中沢　洋藏
保　野　原　　紀道

学海南　安藤善四郎
舞　田　金井　芳明
八木沢　今村　一男
八　舞　北沢明治朗
学海北　小野寺　晃
セレーノ八木沢　草野　彰夫
十　人　小林　廣幸
塩田新町　岡田　宝正
東前山　竹内　　晃
西前山◎片桐眞次郎
手　塚○西澤　恒幸
山　田　東川　俊雄
野　倉　吉池　政治
分　去◎小林　亮一
大　湯　小林　経一
院　内○市川　孝芳
上　手　滝沢　道浩
仁古田◎横山　勇德
　岡　　岡田　　勉
浦　野　小山　誉祐
越　戸　井澤　　武
藤之木　腰原　弘二
浦野南団地　今　佐津雄
小　泉　黒岩　道秀
下室賀　土屋　悦夫
上室賀　白鳥　洋右
ひばりヶ丘○石井　智雄

西　内　永井　敏広
平　井　小平　　明
荻　窪　小林　重義
和　子◎原　　泰孝
下和子　中村　利夫
辰ノ口○荻原　定男
三反田○下村　晴一
海　戸○倉島　陽一
沢　田◎武井　純雄
八日町　笹井　文雄
腰　越◎浅倉　寛義
中丸子　佐藤　誠一
下丸子○中村　瑞穂
御嶽堂　飯嶋　繁夫
飯　沼　中村　明志
茂　沢◎山越　健二
尾野山○上野　昌夫
上長瀬◎池内　仁一
町　組　森井　弘司
下長瀬○久保田和英
石　井◎齊藤　　實
坂　井　白井　正男
狐　塚　堀内　長次
郷仕川原　関　　芳夫
南　方　北澤袈裟春
藤原田○堀内　邦男

上田地域 丸子地域
朝日ヶ丘　黒岩　昭男
三好町　荻原　健一
御　所○田玉　利貞
中之条○山岸　弘明
千曲町　柳澤　政次
秋　和◎成田　守夫
上塩尻○窪田　雅文
下塩尻○塩野﨑利英
上田原　井出祐三郎
川辺町　山浦賢一郎
倉　升　美斉津幸経
神　畑○松井　和夫
下之条　木村　義弘
築　地○田中　信治
東築地　黒岩　和夫
半　過　石井　勇一
福　田◎水沢　　修
吉　田　木下　敬三
大　屋○中村　　元
岩　下　長谷川和幹
下青木　宮嶋　　功
みすず台南　谷口　静夫
みすず台北　堀内　洋三
上青木　高寺　一則
梅が丘　伊藤椒太郎
久保林　小林　光一
黒　坪　丸山　英樹
上　沢　小野　　博
国　分◎新保　一藤
下　堀　平尾　健二
上　堀　石原　重信
畑　山　清水　年秀
伊勢山　平林　佐敏
富士見台　齊藤　隆文
神科新屋○武井　祐一
野　竹　髙木　俊博
西野竹○元木　好隆
笹　井　宮坂　善一
川　原　小宮山明男
岩　門　茅野　好弘
染　屋◎伊藤　暢章
蛇　沢　小林　繁雄
金　井　堀内　保範
大久保　金井　　務
長　島　佐藤光二郎
金剛寺　小林　良次
住吉が丘○堀田　征宏
　森　　竹内　健二
大日木○柄澤　　修
長　入　中澤　民男
宮之上　成澤　康博
小井田　久保田孝雄
中吉田　若林　　源

真田地域
鳥　屋　北原　郁勇
　沖　○越　　博徳
薮　合◎小宮山昌武
中　島　小合澤栄輔
七　ケ　野村　義人
片　羽　玉崎　利行
堀之内　柳沢　幸男
市之瀬　栗原　義夫
下本入　芹沢　一博
権　現　荻原　長寿
下小寺尾　池内　次夫
上小寺尾　橋詰南海夫
唐沢小原　上原　正次
築地原　橋詰　和夫
大布施巣栗　浦部　秀幸
西　武　竹内　政幸
小沢根　小宮山徳昭
余　里　大平　吉彦

菅　平　金井　定男
大日向　大久保冨男
角　間　倉島　秀紀
横　沢　今川　幸文
真　田　松原　　進
十林寺　坂口　茂男
石　舟　塩沢　　猛
戸　沢○栁澤　俊秀
つくし　小林　憲明
横　尾◎池田　惠一
四日市　大久保正信
入軽井沢　小林　嘉明
岡　保○三井　孝幸
傍陽中組　栁澤　邦男
大　庭　花岡　秀樹
曲　尾◎田中　豊年
　萩　　半田　幸一
田　中　坂口　英雄
下横道　栁澤　和夫
中横道　堀内　一夫
上横道　堀内　一巳

穴　沢　荻原美知男
三島平　半田　三好
上　原　渡辺　純一
下郷沢○笠井多加志
小玉上郷沢　田中　一司
赤　井　小林　信次
下　塚　山浦　義幸
竹　室　横澤　　豪
荒　井◎飯島　一雄
中　原　田中　良昭
表　木　堀内　利春
大　畑　横沢　吉和
下　原　渡辺　　隆
町　原　若林　政一
出　早　石井　　充

武石地域

地区連会長…◎　地区連副会長…○

踏　入　佐藤　　浩
泉　町◎前田　良久
上常田○湯本　恵三
中常田　土屋　成正
下常田　箱山　　武
北常田　増田　平八
材木町　三輪　　司
常　入　黒岩　裕雄
南天神町　竹田　富夫
泉　平　清水　正一
天神の杜　丸山　忠雄
北天神町　田中　直樹
松尾町○若林　　実
鷹匠町　半田　　正
本　町　髙桑　光明
末広町　増田　幸一
大手町◎中村　　彰
横　町　山上　　裕
海野町　齊藤　諄一
原　町◎塩入　　肇
袋　町　馬場小夜子
馬場町　菊池　　徹
田　町　小笠原友訓
丸堀町　戸澤　　隆
木　町○浅井　英登
北大手町　小野　芳文
上川原柳町　掛川　許夫
下川原柳町○宮﨑　直人
愛宕町　香山　昇久
上鍛冶町　小宮山武雄
鍛冶町　小宮山高雄
上房山　松野　　平
下房山　佐藤　健一
柳　町　岡﨑　光雄
新　田◎宮本　智夫
山　口　山崎　弘道
上紺屋町　甲田　久男
下紺屋町　腰原　一文
鎌　原　宮澤　喜雄
西　脇　加藤　　茂
新　町　滝澤　牧都
諏訪部○成澤　秀敏
生　塚　田村　信行
常磐町　佐古　圭介
緑が丘　雲井　陽一
新　屋　櫻井　克巳
緑が丘北　佐藤　和夫
緑が丘西◎髙橋　　守
城　北　小宮山アサジ
小　牧　桜井　忠司
諏訪形◎宮下　省二
須　川　手塚　義夫
中　村　中本　信忠

東
部

南
部

中
央

北
部

西
部

城
下

塩
尻

川
辺
・
泉
田

神
川

神
科

豊
殿

城
下

豊
殿

東
塩
田

中
塩
田

中
塩
田

西
塩
田

別
所
温
泉

川
西

内
村

丸
子
第
１

丸
子
第
2

依
田

長
瀬

塩
川

長

傍
陽

傍
陽

本
原

武
石

　 市民参加・協働推進課
　　TEL22・4100（内線1703）

　 地域振興課
　　TEL42・3100
　　（内線323）

　 地域振興課
　　TEL72・2200
　　（内線232）

　 地域振興課
　　TEL85・2311
　　（内線21）

平成23年度、各地域でご活躍いただいている
自治会長の皆さんを紹介します
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平成23年度組織改正

市
役
所
が
変
わ
り
ま
す

第
40
回
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

未来にとどけ　みんなの笑顔
　第40回記念として、10年前に封印したタイムカプセルを開封します。
また、第50回に向けたタイムカプセルを作ります。

主な課の改正点

【市民参加・協働推進課】（名称変更）
「まちづくり協働課」の名称を「市民参加・協働推進課」に改めます。
自治基本条例に基本理念として掲げる、市民参加と協働による自治の推進と、地域内分権による地域自治の
推進を図ります。

【丸子学校教育課、真田・武石地域教育事務所学校教育係】（本庁に統合）
地域性を尊重しながらも一貫した方針のもと施策に取り組めるよう、丸子学校教育課と真田・武石地域教育
事務所学校教育係を本庁の教育総務課と学校教育課に統合します。
なお、丸子学校教育課、真田・武石地域教育事務所学校教育係で行っていた転入学事務、高校通学費補助の
学校関係の申請受付などは、引き続き各地域教育事務所、または各地域自治センター市民生活課で行います。

その他の改正点

【塩田地区有線放送所】（廃止）
塩田地区有線放送電話事業の廃止に伴い、有線放送所を廃止します。
設備撤去等の事務は塩田地域自治センターで行います。

【乳児院】（廃止）
民営化に伴い、上田市乳児院は廃止します。なお、新たに社会福祉法人
敬老園により「うえだみなみ乳児院」（常田１丁目）が開設されます。

事務所が移転します

【雇用促進室　TEL24・7363】
市役所本庁舎から上田市勤労者福祉センター（中央４丁目）へ移転します。

【川西公民館　TEL22・5004】
公民館が建て替え工事のため、旧小泉保育園に平成24年３月末（予定）まで一時移転します。移転先での業
務開始は、５月２日㈪を予定しています。
※一時移転中は施設の貸し出しは行いませんのでご了承ください。なお、公民館と併設されていた川西社会
　福祉センターは３月31日をもって廃止しました。

【真田産業観光課観光商工係　TEL72・2204】
真田地域自治センターから真田農業活性化施設ゆきむら夢工房（真田町長）へ移転します。

日　時  ５月５日（木・祝）午前９時20分～午後３時
場　所  上田城跡公園、陸上競技場、剣道場ほか
内　容  タイムカプセルの開封･展示、10年後へのタイムカプセル作り、西

丘保育園鼓笛隊、将棋教室、消防１日体験、電気屋さん体験、ガー
ルスカウトふれあいの日、昔のパズル･忍者の暗号遊び、水鉄砲作
り＆対戦、グラウンドゴルフ、ポニーと遊ぼう、剣道体験教室、しゃ
ぼん玉体験など。

　実行委員会事務局（斎藤）　TEL090･4464･1392
　　 生涯学習課　TEL23・6370

　 行政管理課　TEL22・4100（内線1003）
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泉田保育園（新）が４月に開園

地
域
の
保
育
と
子
育
て
の
拠
点

「
上
田　
道
と
川
の
駅
」の
公
園
施
設
が
４
月
１
日
オ
ー
プ
ン

待望のドッグランや、場外離着陸場を整備
　市が整備を進めてきた「上田　道と川の駅」の公園施設が、４月から利用
できるようになりました。
　公園施設は、芝生広場、ウォーキングコース、ドッグラン、防災・ドク
ターヘリ用の場外離着陸場を備えています。芝生広場は養生中のため梅雨
明けぐらいまで使用できませんが、ウォーキングコース、ドッグランは利
用できます。また、昨年より営業を開始した交流センターの貸し館業務も
引き続き行っています。

　昭和30年代に建築され、地域の皆さんから長年愛されてきた泉田保育園（吉田）と小泉保育とを統合した、
新しい泉田保育園が４月１日㈮に、小泉地籍の第一学校給食センター南側に開園しました。
　新園舎は、太陽光発電設備や一部床暖房等の最新設備を備え、園庭には敷地の傾斜を生かした築山を造る
など、子どもたちが健やかに育つように配慮しています。また、乳児保育や一時預かりなどの保育サービ
スを充実させるとともに、おおむね３歳未満のお子さんと保護者の集いの場としての「泉田子育て支援セン
ター」を併設し、地域の保育と子育ての拠点施設として期待されています。

公園施設利用開始 　４月１日㈮
利用時間  交流センター／午前９時～午後５時
 （月曜日休館。休日の場合は翌日休館）
 公園施設は年間を通して利用できま

すが、ドッグランのみ夜間の使用は
できません。

料　金  公園施設は無料。交流センターの使
用料金については電話でお問い合わ
せください。

　上田　道と川の駅交流センター　TEL21・1221
　　 地域交通政策課　TEL23・5011

泉田保育園（新）概要

・所在地／小泉１番地８
・鉄骨造平屋建て／床面積1,063㎡
　（うち子育て支援センター126㎡）
・定員90人
※子育て支援センターは４月５日㈫
　午前９時からご利用いただけます。
　 保育課　TEL23・5132
　　 子育て・子育ち支援課
　　　　　　　TEL23・5106
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

就
学
援
助
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　

市
で
は
、
経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校

へ
の
就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
て
、
学
校
教
育
活
動

に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
就
学
援
助
を
希
望

す
る
方
は
、
４
月
に
学
校
か
ら
配
布
す
る

お
知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
学
校
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
に
あ
た
り
、
申
請
世
帯
の

所
得
な
ど
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
民
生
児
童
委
員
に
よ
る
聞
き

取
り
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課　

TEL
23
・
５
１
０
１

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
公
費
負
担

　

市
で
は
、
４
月
か
ら
中
学
１
年
生
〜
高

校
１
年
生
相
当
年
齢
の
女
子
に
、
子
宮
頸け
い

が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
接
種（
３
回
）の
公
費
負

担
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
量
が
全
国
的
に
不
足
し
て
い

る
た
め
、
１
回
目
の
接
種
が
実
施
で
き
な

い
状
況
で
す
。
対
象
者
に
は
、
供
給
が
円

滑
に
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る
、
７
月
頃
に
個

別
に
通
知
す
る
予
定
で
す
が
、既
に
１
・
２

回
目
を
接
種
し
た
方
で
、
７
月
ま
で
に

２
・
３
回
目
を
予
定
し
て
い
る
方
は
健
康

推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
は
高
校
２
年
生
相

当
年
齢
の
方
も
公
費
負
担
対
象
と
し
て
、

接
種
が
可
能
で
す
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

４
月
18
日
か
ら
循
環
バ
ス

運
行
ル
ー
ト
を
一
部
変
更

　

４
月
18
日
㈪
か
ら
、
上
田
市
街
地
循
環

バ
ス（
青
バ
ス
・
赤
バ
ス
）の
運
行
ル
ー
ト

を
一
部
変
更
し
、
あ
わ
せ
て
時
刻
表
を
改

正
し
ま
す
。
新
し
い
路
線
図
お
よ
び
時
刻

表
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
上
田
地
域
の
皆
さ
ん
に
は

全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
バ
ス
は
、
西
塩
田
、

東
塩
田
、
浦
里
・
室
賀
コ
ー
ス
で
ア
リ
オ

上
田
前
バ
ス
停
を
追
加
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
交
通
政
策
課

　
　

TEL
23
・
５
０
１
１

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
の

た
め
の
出
張
料
を
助
成

　

外
出
す
る
こ
と
が
難
し
い
在
宅
の
高
齢

者
の
方
に
、
理
美
容
師
が
訪
問
す
る
際
の

出
張
料
金
を
助
成
し
ま
す
。
な
お
、
理
美

容
料
金（
カ
ッ
ト
代
な
ど
）は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

●
対
象　

①
②
両
方
に
該
当
す
る
方
。

　

①
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
、
ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
。
②

要
介
護
３
・
４
・
５
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
。

●
利
用
回
数　

年
間
６
回
ま
で（
申
請
月

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●
申
請
方
法　

高
齢
者
介
護
課
、
ま
た

は
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課

へ
。
申
請
時
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

決
定
し
た
方
に
は
利
用
券
を
発
行
し
ま

す
。

高
齢
者
介
護
課

　
　

TEL
23
・
５
１
３
１

所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書

発
行
業
務
を
４
月
９
日
休
止

　

４
月
９
日
㈯
、
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
窓
口
で
の
所
得
証
明
書
と
納
税
証
明

書
、
お
よ
び
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
の

証
明
書
発
行
の
み
、
シ
ス
テ
ム
点
検
の
た

め
休
止
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
１
５

　
　

収
納
管
理
課　

TEL
23
・
５
１
１
７

　
　

情
報
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
１

公
の
施
設
を
管
理
す
る

指
定
管
理
者
を
決
定

　

４
月
か
ら
公
の
施
設
の
管
理
を
行
う
指

定
管
理
者
が
、
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可

決
さ
れ
、
決
定
し
ま
し
た
。

◇
上
田
市
真
田
農
林
産
物
展
示
販
売
施
設

●
指
定
管
理
者　

信
州
う
え
だ
農
業
協
同

組
合

●
担
当
課　

真
田
産
業
観
光
課

◇
上
田
市
真
田
温
泉
健
康
ラ
ン
ド
ふ
れ
あ

い
さ
な
だ
館

●
指
定
管
理
者　

㈶
上
田
市
真
田
の
郷さ
と

振

興
公
社

●
担
当
課　

真
田
地
域
教
育
事
務
所

◇
共
通
事
項

●
指
定
管
理
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
26

年
３
月
31
日

●
募
集
方
法　

い
ず
れ
も
非
公
募

　

行
政
改
革
推
進
室

　
　

TEL
23
・
５
１
６
３

今
月
の
表
紙

　卒業式が間近に迫った３月11
日、武石小学校では６年生を送る
会が開催されました。
　送る会では、学年ごと送る言葉
などを伝え、１年生からは「ちょっ
と生意気ですが…」と、ことわざ
が贈られました。「笑う門には福来
る。一緒に笑ってみましょう」と
言われた６年生は、恥ずかしそう
に笑っていました。すると、１年
生から「そんな笑い方では幸せに
なれませんよ」と言われ大笑い。
　５年生が中心になって作った、
アーチをくぐり抜けて退場した６
年生。小学校の思い出を胸に、新
たな出発の時を迎えました。

武石小学校６年生を送る会

お
知
ら
せ
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催
し

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

着
物
で
街
に

出
か
け
ま
せ
ん
か
！

　

着
物
で
ま
ち
に
出
か
け
た
く
な
る

「
き
っ
か
け
」や「
場
」を
提
案
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

笠
原
工
業
常
田
館

●
内
容　

第
１
部
／
講
演「『
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ

ｙ
！
着
物
! !
』着
物
で
上
田
を
楽
し
む

10
の
方
法
」小
岩
井
良
馬
氏（
上
田
紬つ
む
ぎ

若

手
職
人
）、
第
２
部
／
着
物
で
楽
し
む

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

マ
イ
カ
ッ
プ

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
。

　

着
物
で
街
に
出
か
け
よ
う
！
実
行
委

員
会
事
務
局（
小
岩
井
）

　
　

TEL
22
・
１
９
２
７

上
田
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
を
募
集

●
日
時　

５
月
１
日
㈰
午
前
８
時
30
分
開

会
●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
種
目　

①
男
子
、
②
女
子
、
③
混
合

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
の

チ
ー
ム

●
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

４
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
参

加
費
を
振
り
込
み
の
う
え
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
詳
細
は
、
上
田
城
跡
公
園
・

自
然
運
動
公
園
・
丸
子
・
真
田
・
武
石

の
各
体
育
館
、
お
よ
び
上
田
創
造
館
に

あ
る
大
会
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

上
田
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
協
会（
児
玉
）

　
　

TEL
０
９
０
・
７
４
２
４
・
４
８
０
３

た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
in
花
桃

　

当
日
は
、
信
州
上
田
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

正
し
い
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

講
習
会
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

４
月
29
日（
金
・
祝
）午
前
９
時

30
分
集
合（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

武
石
体
育
館
か
ら
上
余
里
ま

で
の
間
を
往
復（
約
８
㎞
）。
途
中
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
午
後
２
時
頃
帰
着
の
予

定
。

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
小
学
生
以
下
は
必
ず
保
護
者
と
一

緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
。
小
学
生
以

下
無
料
。
ス
ト
ッ
ク
の
レ
ン
タ
ル
は
、

先
着
50
名
で
別
途
５
０
０
円
必
要
。

●
持
ち
物　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ス
ト
ッ

ク
、
弁
当
、
飲
み
物
、
シ
ー
ト
な
ど
。

●
申
し
込
み　

４
月
18
日
㈪
ま
で
に
、
武

石
観
光
協
会
事
務
局
に
あ
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
電
話
、
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ（
85
・
２
３
１
３
）で
同
事
務
局

へ
。
申
込
書
は
、
武
石
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

武
石
観
光
協
会
事
務
局（

産
業
観

光
課
内
） 

TEL
85
・
２
８
２
８

花
桃
の
郷
ウ
ォ
ー
ク

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

健
康
運
動
指
導
士
に
よ
る
効
率
的
な

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
指
導
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

●
日
時　

５
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30
分
集

合（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所　

武
石
体
育
館
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

武
石
体
育
館
か
ら
上
余
里
ま

で
の
間
を
往
復（
約
９
㎞
）。
途
中
、
昼

食
を
は
さ
ん
で
午
後
２
時
30
分
頃
帰
着

の
予
定
。

●
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
小
学
生
以
下
は
必
ず
保
護
者
と
一

緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
な
ど
。

●
申
し
込
み　

不
要
。
直
接
、
集
合
場
所

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
開
花
の
時
期
と
合
わ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

武
石
公
民
館　

TEL
85
・
２
０
３
０

催
し

　３月16日に開かれた平成23年３月市議会定例会で、教育
委員会委員については、春原秀一氏に代わり小市正輝（こ
いち・まさてる）氏の任命が同意されました。任期は、平
成27年４月28日までの４年間です。
　また、固定資産評価審査委員会委員については、向井益
男氏に代わり日野芳子（ひの・よしこ）氏の選任が同意され
ました。任期は、平成26年４月28日までの３年間です。

新しい教育委員会委員、
固定資産評価審査委員会委員さんです

お知らせ

小市正輝
教育委員会委員

日野芳子
固定資産評価審査委員会委員
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上
田
城
と
真
田
一
族
郷
巡
り

そ
ば
打
ち
体
験
コ
ー
ス

　

真
田
氏
ゆ
か
り
の
地
を
、
ガ
イ
ド
付
き

専
用
バ
ス
で
巡
り
ま
す
。
昼
食
に
は
そ
ば

打
ち
体
験
。
宿
泊
は
別
所
温
泉
で
す
。
日

帰
り（
昼
食
の
み
）で
の
申
し
込
み
も
可
。

２
日
目
は
自
由
行
動
で
す
。

●
日
時　

４
月
15
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

（
日
帰
り
の
解
散
時
間
／
午
後
３
時
30

分
頃
）翌
16
日
㈯

●
場
所　

上
田
駅
お
城
口
集
合
。
上
田
城

跡
公
園
、
真
田
氏
歴
史
館
、
砥
石
城
な

ど
。

●
定
員　

20
名
程
度（
最
小
催
行
人
員
10

名
）

●
参
加
費　

７
５
０
０
円（
別
途
宿
泊
料

／
１
万
２
７
５
０
円
〜
１
万
１
７
０
０

円
）

●
持
ち
物　

雨
具
、
飲
み
物
な
ど
。
歩
き

や
す
い
服
装
。

●
申
し
込
み　

４
月
10
日
㈰
ま
で
に
電

話
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
38
・
８
９
６
６
）

で
。

　

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
信
州
上
田
城
下
町

　
　
（
池
田
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
４
０
３
・
４
０
２
９

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　

雨
宮
ち
よ
子
さ
ん
、
に
じ
い
ろ
文
庫
の

皆
さ
ん
に
よ
る
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
16
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

三
味
線
と
踊
り
の
集
い

　
「
藤
本
頼た

貴き

次じ

会
」と　
「
竹
本
舞ま
い

鶴づ
る

会
」

の
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

４
月
20
日
㈬
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間
ス

テ
ー
ジ（
入
館
料
必
要
）

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

講
座･

教
室

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

Ｃ
Ｄ
図
書
校
正

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

Ｃ
Ｄ（
デ
イ
ジ
ー
）図
書
の
校
正
を
手
伝

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
そ
れ
に

先
立
ち
無
料
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
期
日
／
内
容　

４
月
21
日
㈭
／
Ｃ
Ｄ

　農業生産法人㈱信州せいしゅん村（武石）
は、農村と都市の交流事業を展開。日帰り
の農村生活体験事業「ほっとステイ」では、
都会の小中学生や海外からも農業体験者を
受け入れ、平成10年からの来訪者数は延べ
５万人を超えました。また、荒廃農地を再
利用して育てたそばで、焼酎などの商品開
発を行うほか、移住希望者のために、地域
との付き合い方などを詳しく手ほどきす
る、ふるさと回帰予備校を開講しました。
　この度、これらの活動が認められ、農林
水産省と都市と農山村の共生・対流を推進
する「オーライ！ニッポン会議」主催の第８
回オーライ！ニッポン大賞で、最優秀賞に
次ぐ賞の一つ「オーライ！フレンドシップ
大賞」を受賞しました。
　村
むら

長
おさ

の小林一郎さんは「受賞は光栄です。
イベントなどを企画すると運営者側が疲れ
てしまう。そのためにも日常生活の延長で
農村と都市の両方が元気になる活動を今後
も展開していきたい」と話していました。

信州せいしゅん村が
農林水産省と
オーライ！ニッポンの
フレンドシップ大賞を受賞！

お知らせ

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞

３月９日の表彰式で
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図
書
の
パ
ソ
コ
ン
編
集（
図
書
の
規
格

へ
の
理
解
や
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
を
習

得
）。
４
月
28
日
㈭
／
Ｃ
Ｄ
図
書
校
正

の
作
業
方
法
を
習
得
。

●
時
間　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

点
字
図
書
館

●
対
象　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
パ
ソ
コ
ン
を
日

常
的
に
使
用
し
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

以
降
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
方
。

●
定
員　

10
名

●
申
し
込
み　

４
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
点
字
図
書
館
へ
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

ウ
エ
イ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

教
室（
マ
マ
シ
ェ
イ
プ
編
）

　

産
後
の
お
母
さ
ん
の
た
め
の
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
と
健
康
づ
く
り
教
室
で
す
。

●
期
日　

５
月
９
日
㈪
・
16
日
㈪
・
23
日

㈪
・
30
日
㈪
、
６
月
９
日
㈭
・
13
日
㈪
・

20
日
㈪
・
27
日
㈪
、
７
月
４
日
㈪（
全

９
回
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
内
容　

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
有
酸
素

運
動
、
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
と
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
食
べ
方
講
座
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
産
後
２
〜
７
か
月

の
Ｂ
Ｍ
Ｉ（
※
）23
以
上
の
方
。

　
（
※
）Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重（
㎏
）÷
身
長（
ｍ
）

÷
身
長（
ｍ
）（
託
児
な
し
。
赤
ち
ゃ
ん

と
の
参
加
は
可
）。

●
定
員　

15
名（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

運
動
靴
２
種（
上
履
き
と
下

履
き
）、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
運
動
で
き
る
服
装
、
帽
子
。

●
申
し
込
み　

４
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
初
心
者
講
習
会

　

上
田
市
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
の

個
別
指
導
に
よ
る
講
習
会
で
す
。

●
日
程　

４
月
23
日
㈯
午
前
８
時
30
分
受

付
開
始
。
午
前
中
は
講
習
、
午
後
は
自

由
プ
レ
ー
。

●
場
所　

塩
田
の
郷さ
と

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

１
５
０
０
円（
入
場
料
、
テ

キ
ス
ト
代
、軽
食
代
含
む
。
当
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

４
月
１
日
㈮
〜
20
日
㈬

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
直
接
窓

口
へ
。

　

塩
田
の
郷
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　

TEL
／
FAX
39
・
４
４
５
５

ペ
ア
レ
ン
ト
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
催

　
「
広
汎
性
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
た
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」「
親
を

困
ら
せ
る
行
動
に
振
り
回
さ
れ
て
し
ま

う
」と
い
う
保
護
者
の
た
め
に
、
子
ど
も

の
障
が
い
や
行
動
の
理
解
、か
か
わ
り
方
、

対
処
方
法
を
学
ぶ
連
続
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
同
じ
立
場
の
保
護
者
グ
ル
ー
プ
の
中

で
、
子
育
て
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
期
日　

４
月
21
日
・
28
日
、
５
月
12
日
・

26
日
、
６
月
９
日
・
23
日
、
７
月
７
日
・

21
日
、
８
月
25
日
、
９
月
1
日
の
木
曜

日（
全
10
回
）

●
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
対
象　

発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
た
お
お

む
ね
小
学
１
〜
３
年
生
の
保
護
者
。
全

日
程
参
加
が
原
則
。

●
定
員　

８
名（
託
児
な
し
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

４
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
24
・
７
８
０
１

洋
ら
ん
植
え
替
え
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

●
日
時　

４
月
24
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　

長
瀬
市
民
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

シ
ン
ビ
ジ
ュ
ー
ム
、
デ
ン
ド
ロ

ビ
ュ
ー
ム
、
カ
ト
レ
ア
な
ど
の
植
え
替

え
講
習
、
育
て
方
を
指
導
。

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

植
え
替
え
た
い
株
、植
木
鉢
、

植
え
込
み
材
料（
多
少
用
意
あ
り
・
実

費
）、
ハ
サ
ミ
、
割
り
箸
。

　

丸
子
洋
ら
ん
友
の
会（
久
田
）

　
　

TEL
43
・
３
５
７
１

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室

受
講
者
を
募
集

◇
少
林
寺
拳
法
護
身
術（
前
期
）

●
日
時　

５
月
16
日
か
ら
毎
週
月
曜
日
、

午
後
７
時
〜（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
剣
道
場

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

２
０
０
０
円

◇
や
さ
し
い
筋
力
ア
ッ
プ
貯
筋
運
動（
前

期
）

●
日
時　

５
月
20
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
、

午
前
10
時
〜（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
剣
道
場

●
定
員　

先
着
40
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
女
性
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

●
日
時　

５
月
10
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
〜（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
東
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン（
前
期
）

●
日
時　

５
月
17
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、

午
後
６
時
30
分
〜（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館

●
定
員　

先
着
40
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
弓
道

●
日
時　

５
月
17
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
〜
、
も
し
く
は
午
後
７

時
〜（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
弓
道
場

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
初
心
者
卓
球

●
日
時　

５
月
21
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
〜（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球（
前
期
）

●
日
時　

５
月
20
日
か
ら
毎
週
金
曜
日
、

午
後
７
時
30
分
〜（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

◇
共
通
事
項

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
成
人
男
女

（
学
生
除
く
）

●
申
し
込
み　

４
月
11
日
㈪
〜
５
月
６
日

㈮
に
、
窓
口
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙

で
、
体
育
課
、
ま
た
は
上
田
城
跡
公
園

体
育
館
、
自
然
運
動
公
園
体
育
館
、
丸

子
総
合
体
育
館
、
真
田
・
武
石
地
域

教
育
事
務
所
へ（
参
加
費
は
初
日
に
徴

収
）。

　

体
育
課　

TEL
23
・
６
３
７
２

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

　

手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
、
赤

ち
ゃ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

方
法
を
学
び
ま
す
。

●
期
日　

４
月
11
日
と
５
月
16
日
、
４
月

25
日
と
５
月
23
日
の
月
曜
日（
２
回
１

セ
ッ
ト
）

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

生
後
６
か
月
〜
１
歳
６
か
月
の

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

●
定
員　

15
組

●
受
講
料　

２
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

や
さ
し
い

ヨ
ガ
＆
ス
ト
レ
ッ
チ

●
日
時　

４
月
27
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間

●
指
導　

倉
崎
直
子
氏（
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

●
参
加
費　

無
料（
要
別
途
入
館
料
）

●
持
ち
物　

大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
、
ま

た
は
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

●
申
し
込
み　

４
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
同

館
フ
ロ
ン
ト
へ
。

　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

合
気
道
教
室
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す

●
日
時　

４
月
16
日
〜
８
月
30
日
の
火
・

土
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
全
27
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
柔
道
場

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
、
小
学
生
以

上
の
一
般
男
女

●
定
員　

10
名
程
度

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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●
内
容　

護
身
術
の
習
得
な
ど
。

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

教
室
開
催
期
間
中
は
電
話

で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

　

上
田
合
気
道
協
会
事
務
局（
長
谷
川
）

TEL
38
・
３
７
２
８

高
齢
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

（
初
心
者
向
け
）

●
日
時　

４
月
21
日
〜
９
月
22
日
の
毎
週

木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
全
20
回
）

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
初
心
者

●
定
員　

先
着
15
名

●
受
講
料　

６
０
０
０
円（
別
途
資
料
代
）

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン（
Ｏ
Ｓ
は

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
ビ
ス
タ
以
降
）

●
申
し
込
み　

４
月
11
日
㈪
〜
15
日
㈮
に

電
話
で
事
務
局
へ
。

　

上
田
市
福
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　
　

TEL
23
・
２
３
８
７

いろいろな体験を通して
心豊かに育つ子どもたち

三好町保育園

　三好町保育園は定員195人で、第四中学
校前の県道77号線沿いに本館が、八十二
銀行三好町支店前に０・１歳児のいる乳児
園があります。昭和56年に開園し、30年
目を迎える今年、新園舎が完成。新園舎は
明るく開放感のある木材を豊富に使った暖
かみのある建物に生まれ変わりました。
　保育園の近くにある神社や公園へ散歩に
出かけるなど、四季折々の自然に触れる機
会にも恵まれています。園の目標である「明
るく元気で丈夫な子になろう」ということ
から、和太鼓、スポーツ教室、畑活動、伝
統行事、伝承あそびなどにも力を入れてい
ます。和太鼓では、太鼓を打つ姿勢から足
腰が鍛えられ、全員で音を合わせるために
気持ちを一つにすることの大切さや曲がで
きあがった時の充実感、園外での演奏で味
わう緊張感と喜びを体験し、子どもたちは
ひとまわり大きく成長します。

　また、季節の作物を育てて収穫し、調理
する活動では、作物の成長や収穫の喜びを
味わい、食べ物を無駄にせず大切にする気
持ちが育っていきます。こま、けん玉、ヨー
ヨーなどの昔ながらの伝承あそびでは、毎
年、大会を開催し、自分たちの技を競う中
で最後まで諦めずに頑張り抜こうとする力
が育ち、できた時の達成感、喜びを味わっ
ています。
　こうして、園児は保育園生活での様々な
体験を通して、心も体も大きく成長してい

きます。これからも地域に親しま
れる保育園としてたくさんの方々
とのつながりを大切にして、子ど
もたちが大人になってから保育園
時代を思い出した時、「楽しかった
な」「保育園での体験がその後の成
長の中で役立っていたのではない
か」と思ってもらえる、保育を目
指していきます。

真剣！集中！けん玉あそび。
プロけん玉師さんの技を盗んじゃおう！

「ナスが飛び出さないようにやさしく包
んでね」お母さんと一緒におやき作り。

＜広告欄＞
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女
性
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

基
本
技
術
を
学
び
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
11
日
〜
７
月
27
日
／
前

期
、
８
月
17
日
〜
10
月
26
日
／
後
期
、

毎
週
水
曜
日
の
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

●
場
所　

北
小
学
校
校
庭

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
方

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

年
２
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
）

●
申
し
込
み　

電
話
で
事
務
局
へ
。

　

上
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
女
性
部

　
　
（
六
川
）　

TEL
27
・
１
８
３
８

　
　
（
小
嶋
）　

TEL
27
・
３
１
１
０

お
節
句
の
お
祝
い
膳

　

端た
ん

午ご

の
節
句
の
お
祝
い
料
理
を
作
り
ま

す
。
託
児
つ
き
の
料
理
教
室
で
す
。

●
日
時　

４
月
21
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
定
員　

15
名（
託
児
あ
り
）

●
講
師　

菊
地
貴
美
子
氏（
製
菓
衛
生
師
）

●
参
加
費　

受
講
料
１
０
０
円
、
材
料
費

７
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
、
マ

ス
ク

●
申
し
込
み　

４
月
11
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
神
川
地
区
公
民
館
へ（
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２

募
集

In
fo
rm
at
io
n 
A
 L
a 
Ca
rt
e

初
期
救
急
セ
ン
タ
ー

小
児
科
の
看
護
師
を
募
集

●
任
用
期
間　

４
月
以
降
任
用
の
日
〜
平

成
24
年
３
月
31
日
ま
で

●
勤
務
地　

上
田
市
内
科
・
小
児
科
初
期

救
急
セ
ン
タ
ー

●
職
務
内
容
・
賃
金
な
ど　

月
〜
土
曜
日

の
午
後
６
時
30
分
〜
11
時
30
分
ま
で
、

電
話
相
談
、
診
察
補
助
な
ど（
勤
務
日
、

時
間
は
シ
フ
ト
に
よ
り
異
な
る
の
で
、

要
相
談
）。
賃
金
は
上
田
市
非
常
勤
職

員
設
置
要
綱
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

小
児
科
に
勤
務
経
験
が
あ

り
、
乳
幼
児
の
点
滴
が
で
き
る
方
。
小

児
の
電
話
相
談
を
受
け
ら
れ
る
方
。

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
申
し
込
み　

４
月
20
日
㈬
ま
で
に
、
健

康
推
進
課
に
電
話
で
連
絡
後
、
履
歴
書

と
看
護
士
免
許
証
の
写
し
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞

　将来、地域内の医療機関の医師として従事しようとする大学生、
周産期医療を志す大学院生および研修医、さらには県外から新た
に赴任する産科・小児科・麻酔科の医師に対して、それぞれ必要
な資金を貸与します。
●制度の概要

平成23年度上田市医師確保
修学資金等貸与者を募集します

募集

区　分 修 学 資 金 研 修 資 金 研 究 資 金

対象者 医学部の大学生 周産期医療を志す大学院生、研修医
産科、小児科、麻
酔科の医師

貸与金額 月額20万円 月額30万円 ３年資金：300万円
２年資金：200万円

貸与期間 大学を卒業するまで

大学院を卒業また
は研修が修了する
まで

３年資金：３年間
２年資金：２年間

その他 一定期間、市が指定する医療機関で従事することによ
り返還を免除します。

●募集期間
・修学資金、研修資金／４月６日㈬～ 20日㈬
・研究資金／随時
●募集人数　各区分／若干名
　詳しい制度の内容や募集要項などの資料請求は、健康推進課へ。
　 健康推進課　TEL28･7123
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昨
年
の
11
月
か
ら
月
４
回
、
上
野
が
丘
公
民
館
で
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

作
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、「
信
州
う
え
だ
子
ど
も
十
勇
士
隊
」が
行
っ

て
い
る
も
の
で
、新
し
い
子
ど
も
用
の
甲
冑
を
13
体
用
意
し
よ
う
と
、

一
つ
ひ
と
つ
の
パ
ー
ツ
作
り
か
ら
ほ
ぼ
１
年
か
け
て
、
会
員
の
大
人

７
人
が
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
甲
冑
と
以
前
、
紙
で
作
っ
た
甲
冑
で
、
千
本
桜
ま
つ
り
に
は

観
光
客
と
の
記
念
撮
影
に
応
じ
た
り
、
甲
冑
の
試
着
体
験
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
予
定
で
す
。
体
験
に
は
１
日
３
０
０
人
ほ
ど
が
訪
れ

る
と
い
い
ま
す
。

　

十
勇
士
に
は
、
神
科
・
豊
殿
地
区
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生
が

扮ふ
ん

し
、
砥と

石い
し

米こ
め

山や
ま

城じ
ょ
う

ま
つ
り
を
は
じ
め
、
市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
善
光
寺
や
松
代
、
上
越
や
鎌
倉
へ
出
向
き
、
日

本
テ
レ
ビ
で

行
わ
れ
た
サ

マ
ー
ウ
ォ
ー

ズ
イ
ベ
ン
ト

で
も
、
甲
冑

姿
の
子
ど
も

た
ち
が
大

人
気
だ
っ

た
そ
う
で

す
。

　

小
学
３

年
生
の
時

に
十
勇
士

隊
に
入
っ
た
と
い
う
波は

多た

野の

一か
ず

真ま

く
ん（
上
の
写
真
後
列
中
央
）は
、

「
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
行
か
れ
て
楽
し
い
で
す
。
ま
だ
、
自
分
で
は（
甲

冑
を
）作
れ
な
い
け
ど
、
手
伝
っ
て
い
ま
す
」。

　

代
表
の
飯
島
秀
雄
さ
ん（
上
の
写
真
後
列
左
）は
、「
甲
冑
を
着
る
こ

と
が
好
き
な
子
ど
も
た
ち
ば
か
り
で
す
。
大
河
ド
ラ
マ
の
署
名
活
動

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
甲
冑
を
着
て
い
る
と
大
勢

の
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
て
、
気
持
ち
よ
く
署
名
し
て
く
れ
ま
す
」。

　

甲
冑
作
り
で
は
、「
完
成
品
が
頭
の
中
に
あ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が

着
て
歩
く
姿
を
想
像
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
の
ま
つ
り
で
は
、

〝
わ
ぁ
か
わ
い
い
〞と
沿
道
の
人
た
ち
が
歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て〝
や
っ
た
〞と
思
い
ま
し
た
」。

子
ど
も
た
ち
の
良
い
思
い
出
作
り
に
、

役
立
て
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

信州うえだ子ども十勇士隊

飯
島
秀
雄
さ
ん　

い
い
じ
ま
・
ひ
で
お

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）へ。

＜広告欄＞

平成22年度に、わがまち魅力
アップ応援事業の採択を受けた
信州うえだ子ども十勇士隊。「子
どもたちへの鎧（よろい）、兜（か
ぶと）の着用体験の思い出作り
事業」が、特色あるまちづくり
応援事業の全市対象枠で採択さ
れ、会員親子で様々な催しへの
参加などが行われています。補
助金は甲冑の材料費に主に使わ
れています。以前は紙を使って
作られていた甲冑も、現在は皮
を使って作られています。重さ
はさほど変わらないといいます
が、紙は使うたびに修理が必要
で、皮にしてそうした心配がい
らなくなったそうです。
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絆（きずな）深めて

　今季から日本フットボール
リーグ（JFL）の松本山雅FCに
移籍した上田市出身のフォ
ワード塩沢勝

しょう

吾
ご

選手が３月８
日、市長を表敬訪問しました。
　今シーズンの開幕を目前に
控え、新天地での自身の活躍
や、チームのJ2昇格に向けて
の抱負などを語りました。
　この日はFC関係者、父・猛

たけし

さんと、地元の石舟自治会で
つくる応援団の３人も同席。
塩沢選手を応援する、横断幕
を２月につくったことなどを
報告しました。
　同選手は上田高校出身で山
形大卒業後、水戸ホーリホッ
ク（J2）入り。その後、移籍し
た佐川印刷SC（JFL）では2009
年にシーズン得点王に輝いて
います。
　ヘディングのゴールが多い
塩沢選手のために母袋市長
は、背番号「19」の応援旗に「燃
やせ　真田魂！Ｊへの夢を六
文銭ヘッドで掴

つか

み取れ！」と
書き込んで激励しました。塩
沢選手は「自分のプレーで、
地域の子どもたちがサッカー
を好きになってもらいたい」
と話していました。

燃
や
せ
真
田
魂
！
Ｊ
へ
の
夢
を
六
文
銭
ヘ
ッ
ド
で

松
本
山
雅
・
塩
沢
選
手
が
市
長
を
訪
問

新生上田市５周年記念式

　

３
月
７
日
、
市
役
所
で
、
新
生
上
田
市
５

周
年
記
念
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
に
は
、
市
議
会
、
自
治
会
連
合

会
、
地
域
協
議
会
な
ど
か
ら
約
１
５
０
人
が

出
席
。
式
で
は
、
初
め
に
出
席
者
全
員
で
市

民
憲
章
の
唱
和
を
行
い
、
そ
の
後
、
母
袋
市

長
が
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
今
後
の
市
の
重
要
課
題
と
し
て

地
域
医
療
再
生
の
取
組
を
あ
げ
、「
長
野
病

院（
現
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
）内
に
地
域

医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
平
成
25
年

ま
で
に
指
導
的
立
場
に
あ
る
医
師
や
若
手
の

医
師
の
派
遣
を
受
け
、
高
度
医
療
の
提
供
と

研
修
医
教
育
な
ど
を
実
践
す
る
体
制
の
整
備

を
目
指
す
」。
ま
た
、
交
流
・
文
化
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
十
分

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、
理
念
や

整
備
の
方
向
性
に
留
意
し
、
一
方
で
現
在
の
市
の
財

政
状
況
や
、
将
来
に
わ
た
る
負
担
も
十
分
見
据
え
、

今
後
も
慎
重
に
、
か
つ
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取

り
組
む
」と
話
し
ま
し
た
。ま
た
、来
賓
を
代
表
し
て
、

南
波
清せ
い

吾ご

議
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、４
地
域
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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　人は、様々なストレスが原因で、心や体の病気になってしまうことがあります。心や体がリラック
スできるようにと、武石公民館を会場にリラックスセミナーが２月22日、３月１日・８日の３日間
にわたり開催されました。
　３月８日の講座には40人が参加し、ヨガ講師の和田真奈美さんを招き、ヨガを交えたリラクゼー
ションを体験しました。まずはみんなで輪になり、ストレッチなどで準備運動をしました。そのあと、
二人１組になってのマッサージ。一人が指を軽く曲げた両方の手のひらで、相手の首から腰までをパ
タパタとたたいていくと体がポカポカと温かくなっていきます。

　次に向かい合って、お互いの手のひら
や腕をマッサージしました。体中が温ま
り、会話も笑顔も自然と多くなっていき
ました。
　参加者からは「肩こりや腰痛も体がポ
カポカと温まったおかげで楽になりま
した」「１日の中で少しでも時間を作っ
てリラックスしたいと思えた」などと好
評でした。

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

こ
こ
ろ
と
体
を
健
康
に

　

３
月
５
日
丸

子
文
化
会
館
で

「
２
０
１
１　

シ

リ
ー
ズ
文
化
講
演

会
」の
第
３
回
講

演
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
統
一

テ
ー
マ
は
、「
歴

史
に
潜
む
新
た
な

発
見
」。
当
日
の

講
師
、
食
文
化
史

研
究
家
の
永
山
久

夫
さ
ん
は
、「
武

将
の
食
文
化
」を

演
題
に
、
豊
富
な

知
識
を
駆
使
し

て
、
武
将
の
知
ら

れ
ざ
る
食
文
化
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

　

講
演
は
、
演
台
に
あ
る
、
お
茶
・
お
や
き
を
ネ
タ
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
戦
国
武
将
・
豊
臣
秀
吉
が
、
天
下

人
に
な
れ
た
食
生
活
の
秘
密
や
、
世
界
一
堅
い
食
べ
物
の
鰹か
つ
お

節ぶ
し

は

免
疫
力
を
強
く
す
る
な
ど
、
健
康
で
楽
し
く
長
生
き
す
る
た
め
の

食
生
活
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に
講
演

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
聞
き
や
す
く
、
大
変
お

も
し
ろ
か
っ
た
」「
笑
い
を
交
え
た

講
演
で
愉
快
だ
っ
た
」「
お
も
し
ろ
、

お
か
し
く
話
し
て
く
れ
た
の
で
時

間
が
短
く
感
じ
た
」な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

2011シリーズ文化講演会

武将の食文化をユーモアたっぷりに紹介
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人の動き（平成23年３月１日現在）

　

清
明
小
学
校
の
３
年
生（
現
４
年
生
）が
、
こ
の
２
月
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間

に
、
２
ク
ラ
ス
63
名
で
つ
く
っ
た「
大
好
き
上
田
市　

大
好
き
清
明
」の
歌
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
１
・
２
年
生
の
町
探
検
や
、
３
年
生
の
地
域
学
習
で
学
ん
だ

地
域
や
学
校
の
良
い
と
こ
ろ
を
、
世
界
中
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
、

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
の
良
さ
を
俳
句
と
絵
で
表
現
し
、
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
載
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
み
ん
な
の
思
い
を
一
つ
の
作
品
に
し
よ
う
と
こ
の
歌

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

歌
詞
は
俳
句
を
つ
な
い
で
つ
く
り
、「
作
曲
チ
ー
ム
」の
児
童
数
人
が
口
ず
さ
ん

だ
メ
ロ
デ
ィ
を
、
２
組
担
任
の
高
橋
樹み

き

教
諭
が
楽
譜
に
し
ま
し
た
。
歌
は
５
番
構

成
で
、「
上
田
城
の
や
ぐ
ら
に
は　

う
す
も
も
色
の
し
だ
れ
桜
が　

似
合
っ
て
る
」、

「
ぎ
お
ん　

わ
っ
し
ょ
い　

に
ぎ
や
か
に
」、「
音
楽
村
に
は　

ゆ
ら
ゆ
ら
ゆ
れ
る

コ
ス
モ
ス
が
」、「
太
郎
の
山
に
雪
光
り
」、「
大
切
な
自
主
の
校
風　

う
け
つ
い
で
」

な
ど
、
上
田
の
四
季
や
、
清
明
小
の
特
色
を
歌
詞
に
し
て
い
ま
す
。
歌
は
同
月
に

行
わ
れ
た
学
習
発
表
会
で
、
全
校
児
童
や
保
護
者
に
も
披
露
し
、
好
評
で
し
た
。

高
橋
教
諭
は
、「
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
や
母
校
の
良
さ
を
見
つ
め
な
お
し
、
自

分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
た
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
で
の
発
表
の
様
子
は
、
上
田
市
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
３
月
に
放

送
。
現
在
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

清
明
小
３
年
生
が
上
田
市
の
歌
を
つ
く
る

提
供
／
清
明
小
学
校

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
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